
　　　ふるさと交流会 2017

　　テーマ ： 活動の担い手の輪を広げる　

　  　< 人材見つけて、臆さずスカウト >

①　地 域 紹 介

　≪活 動 地 域≫

　　天満南幼稚園 　　天満南小学校

　≪活 動 拠 点≫

   天満南小学校内に 『なんなん広場 （交流広場）』の

事務室を置き、現役小学校の余裕教室（４室）を地域

の人が、いつでも気軽に楽しく利用できるように 運営

管理しています。　また、小学校内に『ふれあい喫茶』

コｰナｰがあり、開かれた学校づくりに協力しています。

　　　　　　なんなん広場出入口

稲美町 天満南地区

なんなんまちづくりの会

池田 勝廣

南幼稚園・バンビ第一保育園・農村環境改善

センター・県下最古の天満大池などがあります。

  美しい水田が広がる田園環境に恵まれた

天満南地区は、稲美町南西部の平野部に

位置しており、水辺の様子も四季折々に

約 ４，５００人 が生活しています。

　また、地区内には、天満南小学校・天満

変わり、水と緑に囲まれた自然豊かな地域に

稲美町
全体地図

天満南地区

（兵庫県） テーマ４
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②　取組に至った経緯　　　※天満南地区には ８自治会が有ります。

　≪取 組 イ ベ ン ト≫ （平成２９年度予定）

4月1日 　　まちづくり桜ウォーキング

5月27日 　　委員研修交流会

8月5日 　　なんなん夏まつり

9月23日 　　天満南小学校運動会参画

10月21日 　　地域交流スポーツ大会

11月11日 　　なんなんフェスタ ２０１７ 　

1月13日 　　どんど大会

２月下旬 　　年間反省会

春 ・ 秋 　　年２回 広場大掃除

４月１日～
３月３１日

　≪当 時 の 課 題≫

　上記の ≪取組イベント≫ のように近年、取組年間行事が

増加し、イベント時のスタッフ不足が深刻化してきました。

（表-1） （グラフ-1）

自治会長会 　２名

生涯学習推進員 　８名

中学校PTA 　１名

小学校PTA 　１名

幼稚園PTA 　１名

子供会 　１名

交通安全協会 　１名

防犯協会 　１名 15　 16　 17　 18　 19　 20　 21　 22　 23　 24　 25　 26　 27　 28　 29 年度

消防団 　１名

民生・児童委員 　１名 　　≪課題の検討≫　　※イベント時のスタッフ不足

学校開放管理指導員 　１名

老人クラブ 　１名 　　　イベント時には、各種団体委員は自身の団体側のお世話に当たる

幼稚園 ・小中学校 　４名 　　ため まちづくり委員としての活動ができない。そのため、公募委員の

　　人数が必要になる。

１年間の活動の反省と慰労を兼ねる
次年度に向けての交流会でもある
この時、人材スカウトの大チャンス

なんなん広場を生涯学習の場としている
利用者がいつでも気持ちよく使用できるよ
うに、 年２回の大掃除を実施

過去１５年間の年度別まちづくり委員数

なんなん広場登録団体の活動の場として
５０団体 ・８００人以上の登録者を有する
使用延べ人数は 18,000人/年 以上

ロングコース・ショートコース
ゴール後は、うどんサービス
お楽しみ抽選会・おみやげあり

委員全員が各部に分かれ意見交換
活動について更に理解を深め合う
互いの交流・親睦を深める

地域の方々が楽しみ・交流の輪を広げる
ふれあい ・生きがい ・健康づくりの場
活動発表・作品展示・模擬店・抽選会

H２２年度までの各種団体の委員内訳

バラエティー競争
各自治会＋先生チームの対抗戦
参加者全員にパン喰い競争あり

グラウンドではグラウンドゴルフ
体育館ではニュースポーツ
それぞれ自治会対抗戦・・・賞品あり

天満南小学校生の研究発表（文化祭）
子供達と親・近隣住民のふれあいの場
模擬店を出店、和やかに三世代交流を

古来よりの伝統行事、どんど・もちつき
オープニングセレモニーあり
参加者には ぜんざいをサービス

桜ウォーキング

なんなん夏まつり

どんど大会
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③　取組の工夫、苦労

　≪検討結果 ①≫　　※各自治会との連携強化

　各自治会との協力 ・連携を密にするため、各副自治会長に委員要請をしました。 以前の平均 ２２～

２５名（表-１）に プラス 各副自治会長 ８名が加わることになり、各自治会との連携が深まりました。

　≪検討結果 ②≫　　※公募委員を増やす

　新年度の総会を皮切りに 新まちづくり委員を含む

委員研修交流会から各イベントを通じて、常に委員

探しを心がけています。

　① 熱心さ　　② 出席率　　③ 向き不向き　  等々

１年～２年 掛けて ２～３名の各種団体委員に公募

で残ってほしい旨、お願いする。

　人材探しには時間を掛ける。そして、ゆっくり育成

していく事が大切ではないでしょうか。

　（グラフ-１）に示すように、Ｈ２２年度以前の平均

委員数は４１名、 Ｈ２３年度以降の平均は５８名を

有する団体に成りました。

　また、委員の数を増やすだけでは無く、いかに
　　　　　　平成２８年度の会議及びイベントの出席状況に

出席してもらうかが、次の課題になります。 　　　　　応じて、総会時に 皆勤賞 ７名 の表彰をしました。

④　効果、今後の課題　　※会議の中で何時も言っている事です

　≪効果≫　

　まちづくり委員 自らがイベントの中に溶け込み、

参画することで 友達の輪が広がり、「いやいや」

やらされるのではなく、自身も楽しみながら活動

してもらいたい。　同じやるなら、仲良く ・ 楽しく

参加型のイベントをしましょう ・・・・・

平成２８年度の委員出席率は６５％と好調でした。

　≪役員の育成≫　　※規約の改正

　役員数は１５名 ・三役は ほぼ固定 ・年に２名程度新役員に推薦する。しかし、会長職をやりたがらない。

新しい会長の 新しい方策で行事等の実施を。今回規約改正により、会長の任期は３年としました。 さあ！

なんなんまちづくりの会のメンバー（仲良く・楽しくやってます）

平成２８年度 なんなんまちづくりの会 出席状況
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